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６月定例会

いざ出航！  エコきっず調査隊

論
戦
ス
タ
ー
ト
も 

答
弁
か
み
合
わ
ず

公
約
の
「
す
ぐ
や
る
課
」
が
「
す
ぐ
や
る
係
」
に

　

平
成
22
年
６
月
定
例
会
は
６
月
24
日
に
開
会
し
、
13
日
間
の
会

期
で
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
８
議
案
と
１
意
見
書

を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
町
長
の
明
快
な
答
弁
が
得
ら
れ
ず
、
不
満
も

残
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
挙
直
後
の
議
会
で
町
民
の
関
心
も
高
く
、
傍
聴
者
が

廊
下
に
ま
で
溢
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、議
会
は
「
議
会
制
度
改
革
等
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

議
会
の
運
営
方
法
な
ど
、
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
「
す
ぐ
や
る
係
」
を
新
設

　

部
設
置
条
例
の
一
部
改
正
を
行
い
、
衛
生
課
と
経
済
課
を
統
合

し
、
新
た
に
産
業
環
境
課
と
し
て
建
設
部
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
要
望
に
す
ぐ
対
応
す
る
「
す
ぐ
や
る
係
」
を
課
内
に
新

設
し
ま
し
た
。

▼
国
保
税
の
最
高
課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ

　

地
方
税
法
な
ど
の
改
正
に
伴
い
、
課
税
の
上
限
額
を
引
き
上
げ

る
も
の
で
す
。

▼
西
條
高
場
ち
び
っ
こ
広
場
を
廃
止

　

所
有
者
か
ら
の
土
地
返
還
の
申
し
出
が
あ
り
、
西
條
高
場
ち
び

っ
こ
広
場
を
廃
止
し
ま
す
。

▼
公
立
尾
陽
病
院
運
営
費
負
担
金　
　

１
億
２
７
０
０
万
円
減
額

　

あ
ま
市
発
足
に
伴
い
、
公
立
尾
陽
病
院
組
合
を
解
散
し
た
こ
と

に
よ
る
組
合
負
担
金
の
減
額
で
す
。

▼
あ
ま
市
民
病
院
運
営
協
力
金　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
０
万
円

　

あ
ま
市
民
病
院
に
運
営
協
力
金
と
し
て
３
０
０
０
万
円
を
支
払

い
ま
す
。

※　

事
後
審
査
型
一
般
競
争
入
札
と
は
・
・
・

　

一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
た
め
の
事
前
の
申
請
手
続
き
を
簡

略
化
し
、
入
札
後
に
最
低
価
格
入
札
者
か
ら
順
に
入
札
参
加
資
格

の
審
査
を
行
い
、
適
格
で
あ
る
者
を
落
札
者
と
し
て
決
定
す
る
入

札
方
式
。

主
な
条
例
改
正

主
な
補
正
予
算

   

工
事
請
負
契
約
（
事※

後
審
査
型
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
）

▼
南
小
学
校
増
築
等
工
事

　

契
約
者　

榊
原
建
設
株
式
会
社

　

金　

額　

７
９
７
４
万
７
５
０
０
円

　

工　

期　

平
成
23
年
２
月
28
日
ま
で

▼
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
改
修
工
事

　

契
約
者　

株
式
会
社
ト
ー
エ
ネ
ッ
ク

　

金　

額　

１
億
１
０
７
７
万
５
０
０
０
円

　

工　

期　

平
成
23
年
２
月
28
日
ま
で



おおはる議会だより（2）

　

信
頼
さ
れ
る
町
政
の
か
じ
取
り
を

　

平
成
22
年
４
月
26
日
に
臨
時
会
を
開
会
し
、
地
方
税
法
改
正
に
伴

う
町
税
条
例
改
正
の
専
決
承
認
や
、
子
ど
も
手
当
て
創
設
に
伴
う
補

正
予
算
な
ど
、
２
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

▼
年
金
に
係
る
住
民
税
の
天
引
き

　

65
歳
未
満
の
年
金
受
給
者
で
、
ほ
か
に
給
与
収
入
が
あ
る
場
合
、

年
金
に
係
る
住
民
税
は
、
給
与
か
ら
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

▼
た
ば
こ
税
の
引
き
上
げ

　

10
月
１
日
か
ら
、
た
ば
こ
税
が
１
本
当
た
り
3.5
円
の
増
税
と
な
り

ま
す
。

　

た
ば
こ
税
は
、
国
・
県
・
市
町
村
の
３
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

１
本
当
た
り
3.5
円
の
増
税
の
う
ち
、
市
町
村
分
は
１
・
32
円
と
な
り

ま
す
。

▼
子
ど
も
手
当
て
の
支
給　
　
　
　

４
億
２
９
０
８
万
６
０
０
０
円

▼
食
育
推
進
事
業
委
託
金　
　
　
　
　
　
　

１
６
５
万
７
０
０
０
円

　

文
部
科
学
省
か
ら
の
委
託
事
業
で
、
南
小
学
校
を
実
践
校
と
し
て

夏
野
菜
の
栽
培
や
、
田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
の
稲
作
を
行
い
ま
す
。

　

部
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　

必
要
か
「
す
ぐ
や
る
係
」

　

環
境
衛
生
に
関
す
る

事
務
が
建
設
部
に
移
管
さ
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
人
員
配
置
で

移
管
さ
れ
る
の
か
。

　

ま
た
、
町
長
公
約
の
「
す
ぐ

や
る
課
」
は
、
衛
生
課
が
町
民

の
意
見
や
苦
情
の
窓
口
に
な
る

の
か
。　

道
路
や
水
路
へ
の
ご

み
の
不
法
投
棄
や
雑
草
な
ど
、

町
民
の
意
見
・
苦
情
に
速
や
か

に
対
処
す
る
た
め
、
経
済
課
を

「
産
業
環
境
課
」
に
改
め
、
こ

の
課
の
中
に
「
す
ぐ
や
る
係
」

の
設
置
を
考
え
て
い
る
。　

　
「
す
ぐ
や
る
係
」
の

基
本
的
な
目
的
と
考
え
は
。

　

ま
た
、
な
ぜ
必
要
か
。
今
ま

で
ど
お
り
で
い
け
な
い
の
か
。

　

何
で
も
や
る
課
で
は

な
い
。
電
話
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ

現
場
に
行
き
、
対
応
す
る
。

　

町
民
重
視
の
こ
と
で
あ
る
。

　

町
民
か
ら
の
要
望
は
、

土
木
・
衛
生
だ
け
に
限
ら
な
い

と
思
う
が
、
平
等
に
対
応
で
き

る
の
か
。

　

特
に
苦
情
や
要
望
が

多
い
衛
生
課
は
、
行
政
の
縦
割

り
に
よ
る
弊
害
を
な
く
す
た
め
、

建
設
部
に
移
す
。

　
「
す
ぐ
や
る
係
」
を

つ
く
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

　
「
す
ぐ
や
る
係
」
は

何
で
も
や
る
係
で
は
な
い
。
住

民
サ
ー
ビ
ズ
の
原
点
と
考
え
て

い
る
。　

環
境
衛
生
に
関
す
る

こ
と
を
福
祉
部
か
ら
建
設
部
に

移
管
す
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う

な
経
過
で
議
論
さ
れ
た
の
か
。

　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　

一
部
改
正

　

な
ぜ
引
き
上
げ
な
の
か

　

国
保
税
の
最
高
限
度

額
が
４
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
、

73
万
円
と
な
る
提
案
だ
が
、
ど

う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

　

地
方
税
法
施
行
令
で

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
が
行

わ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
。

  

ち
び
っ
こ
広
場
設
置
条
例
の

  

一
部
改
正

　

考
え
は

　

西
條
高
場
の
ち
び
っ

こ
広
場
を
廃
止
す
る
提
案
だ

が
、
総
合
計
画
で
は
公
園
を
増

や
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　

公
園
に
対
す
る
考
え
は
。

　

危
惧
し
て
い
る
。
今

後
、
見
直
し
は
必
要
と
考
え
て

お
り
、
検
討
し
て
い
く
。

　

町
長
か
ら
幹
部
会
に

提
案
が
あ
り
、
協
議
を
重
ね
、

決
定
し
た
。
住
民
が
困
っ
て
い

る
ご
み
や
放
置
自
動
車
、
道
路

の
穴
補
修
な
ど
、
調
整
に
手
間

取
ら
な
い
対
応
を
す
る
。

反
対
討
論
＝
服
部
勇
夫
議
員

　

本
町
に
は
総
代
制
が
あ
り
、

個
人
的
要
望
を
受
け
る
こ
と

は
、
そ
の
総
代
制
の
根
幹
を
揺

る
が
す
問
題
に
発
展
し
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。

　

時
期
尚
早
で
、
ま
だ
検
討
が

必
要
で
あ
る
の
で
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
＝
伊
藤
久
也
議
員

　

こ
の
条
例
改
正
は
、
地
域
住

民
か
ら
の
申
し
出
に
、
い
ち
早

く
行
動
を
し
て
も
ら
う
た
め
に

も
必
要
で
あ
る
。

　

何
を
行
う
の
か

　

民
間
保
育

所
運
営
費
補
助
金

４
８
７
万
１
０
０
０
円

は
、
何
に
使
う
の
か
。

　

南
保
育
園
本
園
の
ト

イ
レ
の
改
修
工
事
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

　

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　

大
丈
夫
か

　

南
小
学
校
増
築
等

建
設
工
事
で
、榊
原
建
設
（
株
）

が
落
札
し
た
が
、
こ
の
業
者
の

資
本
金
が
５
０
０
０
万
円
で
、

従
業
員
数
が
40
数
人
で
あ
る
。

こ
の
工
事
に
十
分
対
応
で
き
る

の
か
。

　

ま
た
、
当
初
の
予
算
か
ら
す

る
と
、
落
札
価
格
が
約
半
額
で

あ
る
が
、
大
丈
夫
か
。

　

業
者
の
実
績
は
、
昨

年
度
が
七
宝
町
の
小
学
校
改
修

工
事
、
今
年
度
は
豊
明
市
と
瀬

戸
市
で
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
落
札
価
格
は
、
現
在
、

豊
明
市
と
瀬
戸
市
で
工
事
中
の

協
力
業
者
へ
一
括
発
注
す
る
こ

と
に
よ
り
、
安
価
に
調
達
が
可

能
に
な
っ
た
と
い
う
報
告
を
受

け
て
い
る
。

６月定例会

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

本会議質疑 ＆ 委員会ダイジェスト

４月臨時会

豊作を願って

税
条
例
の
一
部
改
正

補
正
予
算

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

所
信
表
明

　

希
望
と
夢
の
町
づ
く
り

　

６
月
定
例
会
冒
頭
で
、
岩
本

好
広
新
町
長
の
所
信
表
明
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
要
旨
を
報
告

し
ま
す
。

①
「
す
ぐ
や
る
係
」
の
設
置

　

町
民
の
皆
様
の
意
見
や
苦
情

に
、
す
ぐ
対
応
で
き
る
行
政
を

目
指
し
ま
す
。

②
町
民
税
10
％
の
減
税

　

行
政
の
無
駄
を
省
き
、
減
税

を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
長
・
議
員
の
報
酬

削
減
は
、
議
員
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

③
大
治
町
版
「
地
域
委
員
会
」

を
検
討

　

地
域
に
あ
っ
た
町
づ
く
り
の

仕
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

④
暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

　

働
く
女
性
に
、
暮
ら
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

⑤
名
古
屋
市
と
の
合
併

　

名
古
屋
市
と
は
、
政
策
協
議

を
す
る
場
を
設
置
し
、
合
併
を

目
指
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
一
人
一
人
が
安

心
し
て
充
実
し
た
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
希
望
と
夢
の
持
て
る

町
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

平成 22 年度
　一般会計補正予算

廃止となる西條高場ちびっこ広場

新設の産業環境課と
　　　　　すぐやる係
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ずばり直言！　一般質問
６月議会の一般質問は、６月 29 日に行い、８人の議員が町政をただしました。質問と答弁を要約してお知らせします。

　

町
長
は
議
員
時
代
、
飲
酒
運
転

で
交
通
事
故
を
起
こ
し
、
行
政
処

分
を
受
け
て
い
る
。

　

こ
の
際
、
飲
酒
運
転
撲
滅
宣
言

を
、
ぜ
ひ
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
職
員
が
飲
酒
運
転
し
た
場
合
の
対
処
は
。

町
長　

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
は
、
後
を
絶
た
な
い
状
況

に
あ
る
。

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
飲
酒

運
転
撲
滅
宣
言
を
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
職
員
の
道
路
交
通
法
違
反
に
対
し
て
は
、
国
家

公
務
員
に
関
す
る
「
懲
戒
処
分
の
指
針
」
に
よ
り
対
応
す

る
。

　

飲
酒
運
転
撲
滅
宣
言
を

　

本
町
で
市
町
村
合
併
問
題
を
提

起
し
て
か
ら
約
９
年
が
過
ぎ
た
。

　

東
部
四
町
の
合
併
で
は
、
職
員

を
派
遣
し
、
協
議
会
を
進
め
て
き

た
が
、
本
町
は
離
脱
と
な
っ
た
。

　

こ
の
市
町
村
合
併
問
題
が
提
起
さ
れ
た
と
き
か
ら
将
来

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
合
併
は
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

町
長
は
合
併
問
題
を
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

　

町
長
が
議
員
在
職
中

の
平
成
20
年
７
月
19
日

未
明
に
、
酒
気
帯
び
運

転
で
追
突
事
故
を
起
こ

し
、
簡
易
裁
判
所
か
ら
略
式
命
令
で
罰
金
を

納
付
し
た
こ
と
は
、
町
民
・
議
員
も
ま
だ
記

憶
に
残
っ
て
い
る
。

　

町
長
に
就
任
さ
れ
た
今
、
公
約
を
遂
行
す

る
前
に
、
道
路
交
通
法
違
反
に
対
す
る
釈
明

を
行
う
の
が
重
要
課
題
で
は
な
い
か
。

　

日
本
は
、
世
界
有
数
の
が
ん
大
国

で
あ
る
反
面
、
が
ん
対
策
で
は
、
後

進
国
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
る
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
予
防
効
果
が
高

い
と
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
原

因
と
な
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の
抗
体
が
つ
く
ら

れ
る
こ
と
で
、
感
染
を
防
御
す
る
。

　

さ
ら
に
、
定
期
検
診
と
併
せ
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
ほ

ぼ
１
０
０
％
予
防
可
能
と
な
る
。

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
を
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
が
施
行
さ
れ
、

都
道
府
県
の
ほ
と
ん
ど

が
条
例
を
制
定
し
、
男

女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

条
例
を
制
定
し
て
い
る
町
村
は
、
全
国
で

7.6
％
、
県
内
で
は
長
久
手
町
だ
け
の
状
況
で

あ
る
が
、
本
町
で
も
男
女
共
同
参
画
条
例
を

制
定
し
て
、活
性
化
を
図
る
べ
き
で
な
い
か
。

町
長　

県
の
男
女
共
同
参
画
条

例
が
準
用
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。

　

本
町
で
の
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

教
育
長　

実
情
は
、
女
性
の
活

動
が
活
発
で
、
む
し
ろ
男
性
の

手
が
欲
し
い
。

　

合
併
問
題
の
方
向
性
は

　

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
制
定

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
を

  条例制定の考えはない

小寺　悟議員

横井良隆議員

浅里周平議員

町
長　

ま
ず
は
、名
古
屋
市
と
の
合
併
を
推
進
し
て
い
く
。

　

町
民
が
、
き
ち
ん
と
判
断
で
き
る
よ
う
、
正
確
な
情
報

を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

信
頼
さ
れ
る
町
政
の
か
じ
取
り
を

町
長　

議
員
在
職
中
の
昨
年
６

月
議
会
で
、
謝
罪
し
て
い
る
。

　

今
回
の
町
長
選
挙
で
、
町
民

の
支
持
を
い
た
だ
い
た
。

　

過
去
の
こ
と
は
充
分
反
省

し
、
町
政
運
営
に
あ
た
っ
て
い
く

所
存
だ
。

  既に謝罪済み

豊田さか江議員

村上昌生議員

②
【
地
域
】「
地
域
委
員
会
」
の
設
置

　

設
置
の
目
的
は
。

　

地
域
に
合
っ
た
町
づ
く

り
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
図
る
。

　

導
入
は
い
つ
で
、
予
算

や
委
員
の
選
出
方
法
は
。

　

他
の
自
治
体
の
状
況
を

踏
ま
え
、
検
討
中
で
あ
る
。

　

総
代
制
度
が
あ
る
が
、

新
た
な
組
織
が
な
ぜ
必
要
か
。

　

総
代
制
度
を
否
定
す
る

も
の
で
は
な
い
。

③
【
行
政
】「
す
ぐ
や
る
課
」
の
設
置

　

役
場
の
体
制
は
。

　

衛
生
課
と
経
済
課
を
統

合
し
、産
業
環
境
課
を
新
設
す
る
。

　

そ
の
中
に
「
す
ぐ
や
る
係
」
を

設
置
す
る
。

　

ど
ん
な
内
容
の
苦
情
や

要
望
に
対
応
す
る
の
か
。

　

不
法
投
棄
や
道
路
補
修

な
ど
の
苦
情
に
、
素
早
く
現
場
に

出
向
き
対
応
す
る
。

　

ま
た
、建
設
部
以
外
の
要
望
は
、

各
課
で
対
応
す
る
。

④
【
合
併
】
名
古
屋
市
と
の
合
併

　

名
古
屋
市
と
の
合
併
を

目
指
す
理
由
は
。

　

過
去
の
住
民
意
識
調
査

を
踏
ま
え
、
名
古
屋
市
と
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、

合
併
先
を
決
め
る
考
え
は
。

　

今
後
、
検
討
す
る
。

　

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
は
。

　

調
整
を
進
め
る
中
で
、

町
民
に
知
ら
せ
て
い
き
た
い
。

　

何
年
後
に
名
古
屋
市
と

の
合
併
を
目
指
す
の
か
。

　

協
議
会
の
設
置
を
要
請

し
、事
務
レ
ベ
ル
で
調
整
を
行
う
。

　

名
古
屋
市
と
合
併
し
た

場
合
、
農
地
は
宅
地
並
み
課
税
に

な
り
、
新
た
に
都
市
計
画
税
や
事

業
所
税
が
課
税
さ
れ
る
が
、
増
税

に
な
ら
な
い
か
。

　

答
弁
な
し
。

　

海
部
地
域
で
下
水
道
や

ご
み
な
ど
、
住
民
の
生
活
に
密
着

し
た
事
業
を
共
同
で
行
っ
て
い
る

が
、
離
脱
は
可
能
か
。
ま
た
、
離

脱
に
あ
た
っ
て
の
清
算
費
用
は
。

　

現
時
点
で
は
、
そ
こ
ま

で
は
考
え
て
い
な
い
。

⑤
【
生
活
】
夜
間
託
児
所
の
設
置

　

夜
間
託
児
所
の
ニ
ー
ズ

は
。
延
長
保
育
や
休
日
保
育
に
重

点
を
置
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

子
ど
も
を
持
つ
女
性
が

安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、
延
長
保

育
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
延
長

を
進
め
る
。

　

町
長
公
約
を
問
う

①
【
財
政
】
10
％
減
税

　

減
税
の
税
目
は
何
か
。

　

個
人
住
民
税
で
検
討
。

　

減
税
の
目
的
は
何
か
。

　

町
民
の
負
担
を
軽
減

し
、
生
活
の
安
定
を
図
る
。

　

減
税
に
よ
る
減
収
は
。

　

１
億
４
６
０
０
万
円
と

見
込
ん
で
い
る
。

　

減
収
分
の
財
源
確
保
は
。

　

大
治
町
版
事
業
仕
分
け

で
捻
出
す
る
。

　

事
業
仕
分
け
の
内
容
は
。

　

こ
れ
か
ら
精
査
す
る
。

　

減
税
は
、
金
持
ち
優
遇

で
は
な
い
か
。

　

非
課
税
世
帯
に
は
、
直

接
恩
恵
は
な
い
が
、
生
活
支
援
と

し
て
は
有
効
と
考
え
て
い
る
。

　

町
は
交
付
団
体
で
あ
る

が
、
交
付
金
の
影
響
は
な
い
か
。

　

影
響
は
な
い
。

　

町
長
報
酬
６
０
０
万

円
、
議
員
報
酬
30
％
カ
ッ
ト
の
数

値
的
根
拠
は
。

　

議
会
と
相
談
し
な
が
ら

検
討
す
る
。

答
弁

下方繁孝議員後藤田麻美子議員

町
長　

が
ん
予
防

の
ワ
ク
チ
ン
助
成

は
、
町
単
独
で
は

考
え
て
い
な
い
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種

に
は
、
多
額
の
費
用

が
か
か
る
の
で
、
国

の
動
き
を
見
極
め
た

い
。

  単独では無理

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

　

今
回
は
、
３
人
の
議
員
が
町
長
選
挙

時
の
数
々
の
公
約
を
た
だ
す
質
問
を
し

ま
し
た
。ま
と
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

  

名
古
屋
市
と
の
合
併
を
推
進

  

宣
言
を
考
え
る 小島　昇議員
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暫
時
休
憩

▼
新
党
が
次
々
に
誕
生
し
て
、

熱
く
戦
わ
れ
た
参
議
院
選
挙

は
、
与
党
の
過
半
数
割
れ
で
終

わ
り
ま
し
た
。

▼
参
議
院
選
挙
の
投
票
率
は
、

県
全
体
で
57
・
46
％
。
大
治
町

は
県
下
で
最
低
の
48
・
45
％
。

し
か
も
50
％
を
切
っ
た
の
は
本

町
だ
け
で
し
た
。

▼
５
月
の
町
長
選
挙
は
、
さ
ら

に
低
い
43
・
56
％
で
、
い
か
に

も
悲
し
い
数
字
が
続
き
ま
す
。

▼
な
ぜ
、
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

▼
政
治
離
れ
、
無
関
心
を
打
開

す
る
べ
く
、
議
会
で
は
制
度
改

革
に
取
り
組
ん
で
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

町
内
の
施
設
を
利
用
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
映
画
の
上
映
を

し
て
い
る
「
お
お
は
る
・
ふ
れ

あ
い
・
え
い
が
会
」
の
西
村
早

苗
会
長
に
お
話
を
伺
っ
て
き
ま

し
た
。

―
―
ま
ず
は
、
活
動
内
容
を
教

え
て
く
だ
さ
い

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
希
望

の
家
な
ど
に
、
ス
ク
リ
ー
ン
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
利
用
し
て
、
親
子
で

映
画
を
観
て
楽
し
め
る
会
を
、

夏
休
み
・
春
休
み
の
年
２
回
開

催
し
て
い
ま
す
。

―
―
ど
ん
な
映
画
を
上
映
し
て

い
る
の
で
す
か

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
を

対
象
に
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
、
ち
び

ま
る
子
ち
ゃ
ん
、
時
に
は
自
転

車
の
正
し
い
乗
り
方
を
教
え
る

交
通
安
全
の
ア
ニ
メ
も
上
映
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
飽
き
な
い
よ

う
に
、
上
映
時
間
は
、
15
分
か

ら
20
分
く
ら
い
の
映
画
で
３
本

立
て
で
す
。

―
―
ど
ん
な
き
っ
か
け
で
始
め

ら
れ
ま
し
た
か

　

今
は
レ
ン
タ
ル
が
発
達
し
て
、

家
庭
の
テ
レ
ビ
で
何
で
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
、
映

画
館
の
臨
場
感
を
少
し
で
も
味

わ
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
い
う
気

持
ち
と
、
時
に
は
親
子
で
映
画

を
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
い
い

か
な
と
思
っ
て
始
め
ま
し
た
。

　

町
内
の
施
設
に
は
、
ス
ク
リ

ー
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
あ
ま
り
利

用
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
で
す
の

で
、
そ
の
Ｐ
Ｒ

も
兼
ね
て
い
ま

す
よ
。

―
―
反
響
は
い

か
が
で
す
か

　

初
め
は
集
ま

っ
て
く
れ
る
か

心
配
し
ま
し
た

が
、
１
７
０
人
の
参

加
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
０

人
、
３
０
０
人
と
会

を
重
ね
る
ご
と
に
参

加
者
が
増
え
、
関
心

の
高
さ
に
驚
い
て
い

ま
す
。

　

映
画
終
了
後
に
、

「
お
た
の
し
み
抽
選

会
」
を
行
い
ま
す
の
で
、
そ
の
影

響
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

―
―
大
盛
況
で
す
が
、
ど
の
よ

う
に
宣
伝
さ
れ
ま
し
た
か

　

幼
稚
園
や
小
学
校
の
先
生
に

お
願
い
し
て
、
チ
ラ
シ
を
配
っ

て
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て

ま
す
。

　

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
さ
に
現
代
版
紙

芝
居
で
す
ね
。

　

親
子
の
ふ
れ
あ
い
に
、
こ
れ

か
ら
も
大
い
に
貢
献
し
て
く
だ

さ
い
。

どきどき　ワクワク　えいが会

議　決　結　果　一　覧 賛成 反対 議決
結果

４
月
臨
時
会

町税条例の専決処分の承認 12 0 可決

平成２２年度  一般会計補正予算（第１号） 12 0 可決

６  

月  

定  

例  

会

部設置条例の一部改正 10 2 可決

職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の育児
休業等に関する条例の一部改正 12 0 可決

国民健康保険税条例の一部改正 11 1 可決

ちびっこ広場設置条例の一部改正 12 0 可決

保健センターの設置及び管理に関する条例の一部改正 12 0 可決

平成２２年度  一般会計補正予算（第２号） 12 0 可決

南小学校増築等工事 12 0 可決

スポーツセンター空調設備改修工事 12 0 可決

国民健康保険の国庫負担の増額を求める意見書 12 0 可決

９
月
定
例
会
日
程
（
案
）

８
日
（
水
）　

開
会

　
　
　

上
程
・
提
案
説
明
な
ど

13
日
（
月
）　

一
般
質
問

14
日
（
火
）　

議
案
質
疑

15
日
（
水
）　

総
務
教
育

16
日
（
木
）　　

常
任
委
員
会

17
日
（
金
）　

福
祉
建
設

21
日
（
火
）　　

常
任
委
員
会

27
日
（
月
）　

採
決
な
ど

※
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

　６月定例会で「国民健康保険の国庫負担の増額を求める意見書」を

全会一致で可決し、国の関係機関に提出しました。

国保の国庫負担金の増額を

（要旨）　今、本町の国民健康保険は、貯金（国保支払準備基金）が、

わずか２，２６５円となるなど、運営が大変厳しいものになっています。

　国保税も大変高く、経済状況などで滞納金も多くなっています。

　これらの原因の一つは、国保に対する国の負担金が大幅にカットさ

れていることにあります。

　そのため、国の負担金を元に戻すように要望しました。

新
議
員
の
紹
介

　

議
員
の
補
欠
選
挙
に
よ
り
、
小
島　

昇
議
員
（
61
）
が
当
選
し
、

福
祉
建
設
常
任
委
員
会
に
所
属
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

インタビュー

まちかど

№20

意  見  書

　

昨
年
の
９
月
に
「
議
員
定
数

調
査
検
討
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
、
議
員
の
定
数
に
つ
い
て

論
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
自
治
体
の
責
任
の
範

囲
が
拡
大
し
「
議
会
に
課
せ
ら

れ
た
使
命
は
よ
り
大
き
く
な
っ

て
い
る
こ
と
」、
住
民
の
多
様

な
意
見
に
対
応
す
る
た
め
に

「
行
財
政
改
革
の
視
点
だ
け
か

ら
、
議
員
定
数
の
改
正
を
検
討

す
べ
き
で
な
い
こ
と
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
結
果
、
議
員
定
数
は
現

状
を
維
持
す
る
こ
と
で
、「
議

員
定
数
調
査
検
討
特
別
委
員

会
」
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
議
会
に
求
め
ら
れ

て
い
る
機
能
を
十
分
に
果
た
す

た
め
、全
議
員
で
構
成
す
る「
議

会
制
度
改
革
等
特
別
委
員
会
」

を
設
置
し
、
議
会
の
改
革
を
進

め
ま
す
。

議
会
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す

　

特
別
委
員
会
で
は
「
議
会
の

あ
り
方
検
討
・
広
報
広
聴
活
動

の
充
実
」
の
２
小
委
員
会
を
設

け
、議
論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
全
体
で
は
、
議
員
の

倫
理
や
、
議
員
定
数
も
総
合
的

議
会
改
革
を
推
進

な
観
点
で
検
討
す
る
な
ど
、
議

会
改
革
を
大
き
く
進
め
ま
す
。

精
力
的
に
動
く

　

６
月
29
日
、７
月
６
日
に
は
、

全
体
会
を
開
き
、
一
般
質
問
の

方
法
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し

ま
し
た
。
本
来
な
ら
町
当
局
に

対
じ
す
べ
き
な
の
に
、現
状
は
、

質
問
者
が
登
壇
し
て
、
議
員
に

向
か
っ
て
質
問
を
し
て
い
る
状

態
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
質
問
席
を
設
け
、

形
の
上
か
ら
も
き
ち
っ
と
当
局

と
対
じ
す
る
体
勢
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
は
、
一
般
質

問
は
一
括
質
問
で
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
現
状
で
は
、
傍
聴
者

に
わ
か
り
に
く
い
た
め
、
再
質

問
か
ら
一
問
一
答
方
式
と
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
小
委
員
会
で
は
、

閉
会
中
も
各
委
員
会
を
開
き
、

議
会
報
告
会
の
開
催
な
ど
に
つ

い
て
討
論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

議
会
制
度
改
革
等
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

髙
取
律
男

副
委
員
長　

豊
田
さ
か
江

委
員　
　
　

全
議
員


